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規
　
則

◯
災
害
救
助
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
七
三
・
総
合
防
災
課
）
…
…
…
…
…
…
…
１

◯
秋
田
県
旅
費
支
給
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
七
四
・
人
事
課
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１

◯
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部

を
改
正
す
る
規
則
（
七
五
・
人
事
課
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２

◯
秋
田
県
退
職
年
金
等
お
よ
び
退
職
一
時
金
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

規
則
（
七
六
・
人
事
課
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２

◯
秋
田
県
県
税
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
七
七
・
税
務
課
）
…
…
…
…
…
…
…
２

◯
秋
田
県
立
衛
生
看
護
学
院
学
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
七
八
・
医
務
薬
事
課
）
…
…
…
…
４

◯
秋
田
県
職
業
訓
練
手
当
支
給
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
七
九
・
労
働
政
策
課
）
…
…
…
４

◯
租
税
特
別
措
置
法
に
基
づ
く
優
良
宅
地
認
定
事
務
取
扱
規
則
及
び
租
税
特
別
措
置
法
に
基
づ

く
優
良
住
宅
認
定
事
務
取
扱
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
八
〇
・
都
市
計
画
課
）
…
…
…
５

訓
　
令

◯
秋
田
県
人
事
事
務
取
扱
規
程
及
び
秋
田
県
職
員
服
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
（
一
七

・
人
事
課
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
５

災
害
救
助
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
七
年
七
月
八
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城

秋
田
県
規
則
第
七
十
三
号

災
害
救
助
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

災
害
救
助
法
施
行
細
則
（
昭
和
三
十
九
年
秋
田
県
規
則
第
三
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

別
表
第
一
第
一
号
（二）
（２）
中
「
二
百
四
十
三
万
三
千
円
」
を
「
二
百
三
十
八
万
五
千
円
」
に
改
め
、

同
号
（二）
（６）
中
「
第
八
十
五
条
第
三
項
」
を
「
第
八
十
五
条
第
四
項
」
に
改
め
、
同
号
（二）
（６）
を
同
号
（二）

（７）
と
し
、
同
号
（二）
中
（５）
を
（６）
と
し
、
（４）
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

（５）

応
急
仮
設
住
宅
の
設
置
に
代
え
て
、
賃
貸
住
宅
の
居
室
の
借
上
げ
を
実
施
し
、
こ
れ
に

収
容
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

別
表
第
一
第
六
号
（二）
中
「
五
十
一
万
九
千
円
」
を
「
五
十
一
万
円
」
に
改
め
、
同
表
第
八
号
（一）
中

「
及
び
中
学
校
生
徒
」
を
削
り
、
「
養
護
学
校
」
の
下
に
「
（
以
下
「
特
殊
教
育
諸
学
校
」
と
い

う
。
）
」
を
加
え
、
「
及
び
中
学
部
生
徒
」
を
削
り
、
「
含
む
」
の
下
に
「
。
以
下
同
じ
。
）
、
中

学
校
生
徒
（
中
等
教
育
学
校
の
前
期
課
程
及
び
特
殊
教
育
諸
学
校
の
中
学
部
生
徒
を
含
む
。
以
下
同

じ
。
）
及
び
高
等
学
校
等
生
徒
（
高
等
学
校
、
中
等
教
育
学
校
の
後
期
課
程
、
特
殊
教
育
諸
学
校
の

高
等
部
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
及
び
各
種
学
校
の
生
徒
を
い
う
」
を
加
え
、
同
号
（三）
（１）
を
次

の
よ
う
に
改
め
る
。

（１）

教
科
書
代

ア
　
小
学
校
児
童
及
び
中
学
校
生
徒
　
教
科
書
の
発
行
に
関
す
る
臨
時
措
置
法
（
昭
和
二

十
三
年
法
律
第
百
三
十
二
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
教
科
書
及
び
教
科
書
以
外

の
教
材
で
、
教
育
委
員
会
に
届
け
出
て
、
又
は
そ
の
承
認
を
受
け
て
使
用
す
る
も
の
を

給
与
す
る
た
め
の
実
費

イ
　
高
等
学
校
等
生
徒
　
正
規
の
授
業
で
使
用
す
る
教
材
を
給
与
す
る
た
め
の
実
費

別
表
第
一
第
八
号
（三）
（２）
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ウ
　
高
等
学
校
等
生
徒
　
　
一
人
当
た
り
　
四
千
八
百
円

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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│
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│

秋
田
県
旅
費
支
給
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
七
年
七
月
八
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城

秋
田
県
規
則
第
七
十
四
号

秋
田
県
旅
費
支
給
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

秋
田
県
旅
費
支
給
規
則
（
昭
和
二
十
八
年
秋
田
県
規
則
第
六
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
二
条
中
「
の
各
号
に
規
定
す
る
」
を
「
に
定
め
る
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
第
四
条
第
一

項
」
を
「
第
七
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
四
条
中
「
は
、
左
の
各
号
に
規
定
す
る
」
を
「
の
額
は
、
次
に
掲
げ
る
」
に
改
め
、
同
条
第
一

号
中
「
払
い
も
ど
し
」
を
「
払
戻
し
」
に
、
「
但
し
」
を
「
た
だ
し
」
に
改
め
、
「
に
よ
り
」
の
下

１

規
　
　
　
　
　
　
則

ペ
ー
ジ
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に
「
支
給
を
」
を
加
え
、
「
こ
え
る
」
を
「
超
え
る
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
又
は
外
国
へ
の

旅
行
に
伴
う
支
度
の
た
め
」
を
削
り
、
「
条
例
」
の
下
に
「
の
規
定
」
を
加
え
、
「
又
は
支
度
料
」

を
「
の
額
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
中
「
買
入
」
を
「
買
入
れ
」
に
改
め
、
「
条
例
」
の
下
に
「
の

規
定
」
を
加
え
る
。

附
　
則

１

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
秋
田
県
旅
費
支
給
規
則
の
規
定
は
、
こ
の
規
則
の
施
行
の
日
以
後

に
出
発
す
る
旅
行
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
出
発
し
た
旅
行
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例

に
よ
る
。

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改

正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
七
年
七
月
八
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城

秋
田
県
規
則
第
七
十
五
号

議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
　

を
改
正
す
る
規
則

議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
四
十

三
年
秋
田
県
規
則
第
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
第
四
号
中
「
人
事
委
員
会
事
務
局
総
務
課
長
」
を
「
人
事
委
員
会
事
務
局
職
員
課
長
」

に
改
め
、
同
表
第
七
号
中
「
労
働
委
員
会
事
務
局
審
査
課
長
」
を
「
労
働
委
員
会
事
務
局
審
査
調
整

課
長
」
に
改
め
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

秋
田
県
退
職
年
金
等
お
よ
び
退
職
一
時
金
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
七
年
七
月
八
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城

秋
田
県
規
則
第
七
十
六
号

秋
田
県
退
職
年
金
等
お
よ
び
退
職
一
時
金
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

規
則

秋
田
県
退
職
年
金
等
お
よ
び
退
職
一
時
金
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
秋
田
県

規
則
第
四
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
第
一
項
中
「
の
各
号
」
を
削
り
、
同
条
第
二
項
及
び
第
三
項
中
「
ま
た
は
」
を
「
又
は
」

に
、
「
に
は
、
こ
の
」
を
「
は
、
こ
の
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
を
削
る
。

第
二
十
一
条
第
一
項
中
「
の
各
号
」
を
削
り
、
「
添
付
し
て
、
」
の
下
に
「
こ
れ
を
」
を
加
え
、

同
項
第
二
号
中
「
請
求
書
」
を
「
請
求
者
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
ま
た
は
」
を
「
又
は
」
に

改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
の
規
定
に
お
い
て
準
用
す
る
」
を
「
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
」
に
改

め
、
「
の
各
号
」
を
削
り
、
同
項
第
三
号
中
「
ま
た
は
」
を
「
又
は
」
に
改
め
る
。

第
四
十
七
条
第
一
項
中
「
一
に
」
を
「
い
ず
れ
か
に
」
に
改
め
、
「
添
付
し
て
、
」
の
下
に
「
こ

れ
を
」
を
加
え
、
同
項
第
一
号
中
「
ま
た
は
」
を
「
又
は
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
お
よ
び
」

を
「
及
び
」
に
、
「
ま
た
は
」
を
「
又
は
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
お
よ
び
」
を
「
及
び
」

に
、
「
ま
た
は
」
を
「
又
は
」
に
、
「
明
瞭
に
」
を
「
明
白
に
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
よ
つ

て
」
を
「
よ
り
」
に
、
「
ま
た
は
」
を
「
又
は
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
認
め
ら
れ
た
と
き
、

ま
た
は
」
を
「
認
め
ら
れ
る
場
合
又
は
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
昭
和
の
奇
数
年
」
を
「
平
成

の
偶
数
年
」
に
改
め
る
。

第
五
十
七
条
中
「
お
い
て
」
を
削
り
、
「
表
の
」
を
「
表
に
」
に
改
め
、
同
条
の
表
様
式
第
六
号

の
項
、
様
式
第
七
号
の
項
及
び
様
式
第
九
号
の
項
中
「
、
同
条
第
四
項
」
を
削
り
、
同
表
様
式
第
十

号
の
項
中
「
第
五
条
第
四
項
、」
を
削
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

秋
田
県
県
税
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
七
年
七
月
八
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城

秋
田
県
規
則
第
七
十
七
号

秋
田
県
県
税
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

秋
田
県
県
税
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
秋
田
県
規
則
第
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

第
二
十
四
条
第
二
項
第
一
号
を
削
り
、
同
項
第
二
号
中
「
中
小
企
業
経
営
革
新
支
援
法
」
を
「
中

小
企
業
の
新
た
な
事
業
活
動
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」
に
、
「
第
四
条
第
一
項
」
を
「
第
九
条
第
一

項
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
一
号
と
し
、
同
項
中
第
三
号
を
第
二
号
と
し
、
第
四
号
を
第
三
号
と

す
る
。

第
二
十
五
条
の
表
中
「
第
二
十
四
条
の
四
第
六
項
」
の
下
に
「
、
令
第
二
十
四
条
の
四
の
二
、
令

第
二
十
四
条
の
四
の
三
第
三
項
及
び
令
第
二
十
四
条
の
五
」
を
加
え
、
「
法
人
事
業
税
分
割
基
準
等

修
正
請
求
書
」
を
「
法
人
事
業
税
分
割
基
準
修
正
等
請
求
書
」
に
改
め
る
。

第
三
十
二
条
第
一
項
中
「
特
別
徴
収
義
務
者
は
、
」
の
下
に
「
当
該
承
認
を
受
け
て
い
る
同
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
書
類
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
書
類
」
と
い

う
。
）
に
つ
い
て
、
自
己
が
一
貫
し
て
電
子
計
算
機
を
使
用
し
て
作
成
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
」
を

加
え
、
「
条
例
第
九
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
書
類
（
以
下
こ
の

条
に
お
い
て
、
単
に
「
書
類
」
と
い
う
。
）
に
係
る
条
例
第
九
十
五
条
第
二
項
に
規
定
す
る
」
を

２
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「
書
類
に
記
載
さ
れ
て
い
る
事
項
を
同
条
第
四
項
に
規
定
す
る
装
置
に
よ
り
電
磁
的
記
録
に
記
録
す

る
場
合
に
あ
つ
て
は
同
条
第
五
項
及
び
第
六
項
の
規
定
の
例
に
よ
り
、
当
該
承
認
を
受
け
て
い
る
書

類
に
係
る
」
に
改
め
、
「
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
電
磁
的
記
録
」
と
い
う
。
）
」
を
削
り
、
同

条
第
二
項
中
「
条
例
第
九
十
五
条
第
二
項
に
規
定
す
る
」
及
び
「
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
電
子

計
算
機
出
力
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
」
と
い
う
。
）
」
を
削
る
。

第
四
十
七
条
の
表
中
「
及
び
条
例
第
百
三
十
六
条
の
三
第
二
項
」
を
「
（
条
例
第
百
三
十
六
条
の

三
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
に
改
め
る
。

「
秋
田
県
　
　
地
域
振
興

様
式
第
八
十
三
号
中
「
秋
田
県
徴
税
吏
員
　
　
　
　
　
　
　
　
□
」
を

秋
田
県
徴
税
吏
員

局

に
、
「
、
債
権
を
差
し
押
え
た
か
ら
、
こ
の
通
知
書
到
着
次
第
」
を
「
債
権
を

□
」

差
し
押
さ
え
ま
す
か
ら
、
履
行
期
限
ま
で
に
」
に
、
「
支
払
い
」
を
「
支
払
つ
て
」
に
、
「
後
」
を

「
後
に
」
に
改
め
、
「
対
し
て
」
を
削
り
、
「
主
な
る
」
を
「
主
た
る
」
に
、
「
完
納
」
を
「
、
完

納
」
に
改
め
る
。

様
式
第
百
六
十
号
の
三
中
「
様
式
第1

6
0

号
の
３
」
を
「
様
式
第1

6
0

号
の
３
　
法
人
県
民
税
分
割

「

県
民
税

「
法
人
県
民

基
準
修
正
請
求
書
」
に
、

法
人
　
　
　
の
分
割
基
準
等
修
正
（
更
正
）
請
求
書

を

事
業
税

」

法
人
事
業

税
分
割
基
準
修
正
等
請
求
書

に
、
「
下
記
」
を
「
次
の
」
に
、
「
第5

8

条
第
４
項
、
第7

2

条
の4

9

税

」

「
第5

8

条
第
４
項

第
　
項
の
」
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

に
、
「
修
正
・
更
正
さ
れ
る
」
を
「
修
正
（
更
正
、
決

第7
2

条
の4

9

第
　
項
　
」

定
）
さ
れ
る
」
に
改
め
る
。

「
｜｜

年
　
　
月
　
　
日
か
ら
　
　
年
　
　
月
　
　
日
ま
で
の
事

様
式
第
百
六
十
号
の
四
中
　
｜｜
正
・
決
定
に
よ
る
分
割
基
準
を
次
の
と
お
り
修
正
・
決
定
し
た
の

｜「
｜｜
　
　
　
　

第5
8

条
第
　
項

｜
　
　
　
｜

地
方
税
法
　
　
　
　
　
　
　
　
の
規
定
に
よ
り
、

年
　

業
年
度
分
の
申
告
・
更
｜
　
　
　
｜

第7
2

条
の4

9

第
３
項

｜
　
を
　
｜

で
、
通
知
し
ま
す
。

｜
　
　
　
｜

月
　
　
日
ま
で
の
事
業
年
度
分
の
申
告
（
更
正
、
決
定
）

｜
」

｜｜
と
お
り
修
正
（
決
定
）
し
た
の
で
、
通
知
し
ま
す
。

｜

｜｜

月
　
　
日
か
ら
　
　
年
｜｜｜

　
に
改
め
る
。

に
よ
る
分
割
基
準
を
次
の
｜｜｜｜

」

「
様
式
第1

7
3

号

様
式
第
百
七
十
三
号
中
　
　
　
　
　
　
法
人
事
業
税
の
確
定
申
告
書
提
出
期
限
の
延
長
等
に
係
る

┐
││
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

★

「
様
式
第1

7
3

号
　
法
人
事
業
税
の
確
定
申
告
書
提
出
期
限
の
延
長
等

通
知
書
　

を

┐
││
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

│
│
│
│
│
│
│
┘
」

「
下
記
の
と
お
り
延

に
係
る
通
知
書

下
記
の
と
お
り
指

に
、
「
法
人
事
業
の
」
を
「
法
人
事
業
税
の
」
に
、

│
│
│
│
│
│
│
┘
」

そ
の
延
長
処
分
を

そ
の
適
用
を
受
け

長
の
処
分
を
し
た

「
次
の
と
お
り
延
長
の
処
分
を
し
た

定
に
係
る
月
数
を
変
更
し
た

次
の
と
お
り
指
定
に
係
る
月
数
を
変

旨
の
届
出
が
あ
つ
た
の
で

を

取
り
消
し
た

そ
の
延
長
の
処
分
を
取
り
消
し
た

る
こ
と
を
や
め
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

そ
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
を
や
め
た

★更
し
た

の
で

に
、
「
第
　
条
第
　
項
」
を
「
第2

4

条
の
３
第
６
項
（
第
　
　
条
の
　

★旨
の
届
出
が
あ
つ
た
　
　
」

第
　
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
令
第2

4

条
の
３
第
６
項
）
」
に
、
「
通
知
し
ま
す
」
を
「
、
通
知
し

ま
す
」
に
改
め
る
。

「

「

当
該
車
両
の
県
内
　
①
の
う
ち
県
内
に

当
該

様
式
第
二
百
五
十
一
号
そ
の
三
中
　
　
に
お
け
る
全
走
行
　
お
け
る
生
活
路
線

を
　
　
に
お

キ
ロ
数
　
　
　
①
　
走
行
キ
ロ
数
　
②

キ
ロ

」

車
両
の
県
内
　
④
の
う
ち
県
内
に

け
る
全
走
行
　
お
け
る
生
活
路
線

に
、
「
②
／
①
」
を
「
⑤
／
④
」
に
改
め
る
。

数
　
　
　
④
　
走
行
キ
ロ
数
　
⑤

」
「
第1

3
4

条
第
４
項

様
式
第
二
百
五
十
一
号
の
五
中
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

を
「
第1

3
4

条
第
４
項
（
第1

3
6

条

第1
3
6

条
の
２
第
２
項
　
」

の
３
第
２
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
例
第1

3
4

条
第
４
項
）
の
」
に
改
め
る
。

附
　
則

（
施
行
期
日
）

３

秋
田
県
　
　
地
域
振
興

秋
田
県
徴
税
吏
員
　
　
　
　
　
　
　
　
□

秋
田
県
徴
税
吏
員

局
、
債
権
を
差
し
押
え
た
か
ら
、
こ
の
通
知
書
到
着
次
第
　
　
　
債
権
を

□

差
し
押
さ
え
ま
す
か
ら
、
履
行
期
限
ま
で
に
　
　
　
　
支
払
い
　
　
　
支
払
つ
て
　
　
　
　
後

後
に
　
　
　
　
　
　
対
し
て
　
　
　
　
　
　
主
な
る
　
　
　
主
た
る
　
　
　
　
完
納
　
　
　
、
完

納

様
式
第
1
6
0
号
の
３
　
　
　
様
式
第
1
6
0
号
の
３
　
法
人
県
民
税
分
割

県
民
税
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
人
県
民

基
準
修
正
請
求
書
　
　
　
　
法
人
　
　
　
の
分
割
基
準
等
修
正
（
更
正
）
請
求
書
　
　

事
業
税
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
人
事
業

税
分
割
基
準
修
正
等
請
求
書
　
　
　
　
下
記
　
　
　
次
の
　
　
　
　
第
5
8
条
第
４
項
、
第
7
2
条
の
4
9

税
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
5
8
条
第
４
項

第
　
項
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
修
正
・
更
正
さ
れ
る
　
　
　
修
正
（
更
正
、
決

第
7
2
条
の
4
9
第
　
項
　
　

定
）
さ
れ
る

｜｜
　
　
　
年
　
　
月
　
　
日
か
ら
　
　
年
　
　
月
　
　
日
ま
で
の
事

｜｜
正
・
決
定
に
よ
る
分
割
基
準
を
次
の
と
お
り
修
正
・
決
定
し
た
の

｜

｜｜
　
　
　
　
　
第
5
8
条
第
　
項

｜
　
　
　
｜
　
地
方
税
法
　
　
　
　
　
　
　
　
の
規
定
に
よ
り
、

年
　

業
年
度
分
の
申
告
・
更
｜
　
　
　
｜
　
　
　
　
　
第
7
2
条
の
4
9
第
３
項

｜
で
、
通
知
し
ま
す
。
｜
　
　
　
｜
　
　
月
　
　
日
ま
で
の
事
業
年
度
分
の
申
告
（
更
正
、
決
定
）

｜｜
と
お
り
修
正
（
決
定
）
し
た
の
で
、
通
知
し
ま
す
。

｜

｜｜
月
　
　
日
か
ら
　
　
年
｜｜｜
　

に
よ
る
分
割
基
準
を
次
の
｜｜｜｜

様
式
第
1
7
3
号法
人
事
業
税
の
確
定
申
告
書
提
出
期
限
の
延
長
等
に
係
る

様
式
第
1
7
3
号
　
法
人
事
業
税
の
確
定
申
告
書
提
出
期
限
の
延
長
等
に

通
知
書
　
　
　
　
　
　
　

下
記
の
と
お
り
延

係
る
通
知
書
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
記
の
と
お
り
指

法
人
事
業
の
　
　
　
法
人
事
業
税
の

そ
の
延
長
処
分
を

そ
の
適
用
を
受
け

長
の
処
分
を
し
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
次
の
と
お
り
延
長
の
処
分
を
し
た

定
に
係
る
月
数
を
変
更
し
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
次
の
と
お
り
指
定
に
係
る
月
数
を
変

旨
の
届
出
が
あ
つ
た
の
で
　
　

取
り
消
し
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
延
長
の
処
分
を
取
り
消
し
た

る
こ
と
を
や
め
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
を
や
め
た

更
し
た

の
で
　
　
　
　
第
　
条
第
　
項
　
　
　
第
2
4
条
の
３
第
６
項
（
第
　
　
条
の
　

旨
の
届
出
が
あ
つ
た
　
　

第
　
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
令
第
2
4
条
の
３
第
６
項
）

通
知
し
ま
す
　
　
　
、
通
知
し

ま
す

②
／
①
　
　
　
⑤
／
④

当
該
車
両
の
県
内

に
お
け
る
全
走
行

キ
ロ
数
　
　
　
①

①
の
う
ち
県
内
に

お
け
る
生
活
路
線

走
行
キ
ロ
数
　
②

車
両
の
県
内

け
る
全
走
行

数
　
　
　
④

④
の
う
ち
県
内
に

お
け
る
生
活
路
線

走
行
キ
ロ
数
　
⑤

当
該

に
お

キ
ロ

印

印

第
1
3
4
条
第
４
項

の
　
　
　
第
1
3
4
条
第
４
項
（
第
1
3
6
条

第
1
3
6
条
の
２
第
２
項
　
　

の
３
第
２
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
例
第
1
3
4
条
第
４
項
）
の
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１

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
法
人
事
業
税
に
関
す
る
経
過
措
置
）

２

こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
秋
田
県
県
税
条
例
施
行
規
則
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
規
則
」
と
い

う
。
）
第
二
十
四
条
第
二
項
第
一
号
又
は
第
二
号
の
規
定
に
該
当
す
る
法
人
が
次
に
掲
げ
る
事
業

年
度
に
係
る
事
業
税
に
つ
い
て
地
方
税
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）
第
七
十
二

条
の
三
十
八
の
二
第
一
項
又
は
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
徴
収
猶
予
の
申
請
を
し
た
場
合
に
お
け
る

当
該
法
人
は
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
秋
田
県
県
税
条
例
施
行
規
則
第
二
十
四
条
第
二
項
の

規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
地
方
税
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
二
百
四
十
五
号
）
第
三
十
二

条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
法
人
に
該
当
す
る
も
の
と
す
る
。

一
　
中
小
企
業
経
営
革
新
支
援
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
三
十
号
。
次

号
に
お
い
て
「
改
正
法
」
と
い
う
。
）
附
則
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
廃
止
前
の
中
小
企
業
の
創

造
的
事
業
活
動
の
促
進
に
関
す
る
臨
時
措
置
法
（
平
成
七
年
法
律
第
四
十
七
号
）
第
四
条
第
一

項
の
認
定
を
受
け
た
同
項
に
規
定
す
る
研
究
開
発
等
事
業
計
画
の
計
画
期
間
を
含
む
事
業
年
度

二
　
改
正
法
に
よ
る
改
正
前
の
中
小
企
業
経
営
革
新
支
援
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
十
八
号
）
第

四
条
第
一
項
の
承
認
を
受
け
た
同
項
に
規
定
す
る
経
営
革
新
計
画
の
計
画
期
間
を
含
む
事
業
年

度
（
様
式
に
関
す
る
経
過
措
置
）

３

旧
規
則
に
定
め
る
様
式
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
用
紙
は
、
当
分
の
間
、
所
要
の
調
整
を
し
て
使
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

秋
田
県
立
衛
生
看
護
学
院
学
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
七
年
七
月
八
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城

秋
田
県
規
則
第
七
十
八
号

秋
田
県
立
衛
生
看
護
学
院
学
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

第
一
条

秋
田
県
立
衛
生
看
護
学
院
学
則
（
昭
和
五
十
四
年
秋
田
県
規
則
第
五
十
二
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
の
見
出
し
を
「
（
修
業
年
限
、
入
学
定
員
及
び
総
定
員
）
」
に
改
め
、
同
条
中
「
及
び

「

入
学
定
員
」
を
「
、
入
学
定
員
及
び
総
定
員
」
に
改
め
、
同
条
の
表
中
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を

」

「

に
改
め
る
。

」

第
十
一
条
中
「
様
式
第
一
号
の
二
」
を
「
様
式
第
二
号
」
に
改
め
、
「
添
え
て
、
」
の
下
に

「
こ
れ
を
」
を
加
え
、
同
条
第
三
号
中
「
脱
帽
」
を
「
無
帽
」
に
改
め
、
同
条
中
第
四
号
を
削

り
、
第
五
号
を
第
四
号
と
す
る
。

様
式
第
二
号
を
削
る
。

様
式
第
一
号
の
二
中
「
脱
帽
」
を
「
無
帽
」
に
改
め
、
同
様
式
を
様
式
第
二
号
と
す
る
。

第
二
条

秋
田
県
立
衛
生
看
護
学
院
学
則
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

「

「

第
三
条
の
表
中
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
」

」

に
改
め
る
。

附
　
則

１

こ
の
規
則
中
第
一
条
の
規
定
は
公
布
の
日
か
ら
、
第
二
条
及
び
次
項
の
規
定
は
平
成
十
八
年
四

月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

平
成
十
八
年
度
及
び
平
成
十
九
年
度
の
各
年
度
の
秋
田
県
立
衛
生
看
護
学
院
の
看
護
科
三
年
課

程
の
総
定
員
は
、
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
秋
田
県
立
衛
生
看
護
学
院
学
則
第
三
条
の
規

定
に
か
か
わ
ら
ず
、
平
成
十
八
年
度
に
あ
っ
て
は
百
四
十
人
と
し
、
平
成
十
九
年
度
に
あ
っ
て
は

百
三
十
人
と
す
る
。

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

秋
田
県
職
業
訓
練
手
当
支
給
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
七
年
七
月
八
日

４

人

一
五
人

五
〇
人

四
五
人

入

学

定

員

四
〇
人

一
五
人

五
〇
人

四
五
人

総

定

員

四
〇
人

一
五
人

一
五
〇
人

九
〇
人

五
〇
人

一
五
〇
人

四
〇
人

一
二
〇
人

脱
帽
　
　
　
無
帽

入

学

定

員

四
〇
人

一
五
人

五
〇
人

四
五
人
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秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城

秋
田
県
規
則
第
七
十
九
号

秋
田
県
職
業
訓
練
手
当
支
給
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

秋
田
県
職
業
訓
練
手
当
支
給
規
則
（
昭
和
四
十
一
年
秋
田
県
規
則
第
四
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
一
項
第
十
四
号
を
削
り
、
同
条
第
三
項
中
「
の
各
号
」
を
削
る
。

「

様
式
第
一
号
中
「
（
明
大
昭
）
」
を
削
り
、

を
」

「

に
改
め
る
。

」

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

租
税
特
別
措
置
法
に
基
づ
く
優
良
宅
地
認
定
事
務
取
扱
規
則
及
び
租
税
特
別
措
置
法
に
基
づ
く
優

良
住
宅
認
定
事
務
取
扱
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
七
年
七
月
八
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城

秋
田
県
規
則
第
八
十
号

租
税
特
別
措
置
法
に
基
づ
く
優
良
宅
地
認
定
事
務
取
扱
規
則
及
び
租
税
特
別
措
置
法
に
基
づ

く
優
良
住
宅
認
定
事
務
取
扱
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

（
租
税
特
別
措
置
法
に
基
づ
く
優
良
宅
地
認
定
事
務
取
扱
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

租
税
特
別
措
置
法
に
基
づ
く
優
良
宅
地
認
定
事
務
取
扱
規
則
（
昭
和
四
十
九
年
秋
田
県
規

則
第
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
「
第
三
十
一
条
の
二
第
二
項
第
十
三
号
ハ
及
び
第
六
十
二
条
の
三
第
四
項
第
十
三
号

ハ
」
を
「
第
三
十
一
条
の
二
第
二
項
第
十
四
号
ハ
及
び
第
六
十
二
条
の
三
第
四
項
第
十
四
号
ハ
」

に
改
め
る
。

第
二
条
第
一
項
中
「
第
三
十
一
条
の
二
第
二
項
第
十
三
号
ハ
又
は
第
六
十
二
条
の
三
第
四
項
第

十
三
号
ハ
」
を
「
第
三
十
一
条
の
二
第
二
項
第
十
四
号
ハ
又
は
第
六
十
二
条
の
三
第
四
項
第
十
四

号
ハ
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
第
五
号
中
「
登
記
簿
謄
本
」
を
「
登
記
事
項
証
明
書
」
に
改
め

る
。第

八
条
中
「
第
三
十
一
条
の
二
第
二
項
第
十
三
号
ハ
及
び
第
六
十
二
条
の
三
第
四
項
第
十
三
号

ハ
」
を
「
第
三
十
一
条
の
二
第
二
項
第
十
四
号
ハ
及
び
第
六
十
二
条
の
三
第
四
項
第
十
四
号
ハ
」

に
、
「
第
三
十
一
条
の
二
第
二
項
第
十
三
号
本
文
及
び
第
六
十
二
条
の
三
第
四
項
第
十
三
号
本

文
」
を
「
第
三
十
一
条
の
二
第
二
項
第
十
四
号
本
文
及
び
第
六
十
二
条
の
三
第
四
項
第
十
四
号
本

文
」
に
改
め
る
。

「
第3

1

条
の
２
第
２
項
第1

3

号
ハ

「
第

様
式
第
一
号
、
様
式
第
三
号
及
び
様
式
第
四
号
中
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を

第6
2

条
の
３
第
４
項
第1

3

号
ハ
」

第

3
1

条
の
２
第
２
項
第1

4

号
ハ

に
改
め
る
。

6
2

条
の
３
第
４
項
第1

4

号
ハ
」

（
租
税
特
別
措
置
法
に
基
づ
く
優
良
住
宅
認
定
事
務
取
扱
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条

租
税
特
別
措
置
法
に
基
づ
く
優
良
住
宅
認
定
事
務
取
扱
規
則
（
昭
和
四
十
九
年
秋
田
県
規

則
第
二
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
「
第
三
十
一
条
の
二
第
二
項
第
十
四
号
ニ
、
第
六
十
二
条
の
三
第
四
項
第
十
四
号

ニ
」
を
「
第
三
十
一
条
の
二
第
二
項
第
十
五
号
ニ
、
第
六
十
二
条
の
三
第
四
項
第
十
五
号
ニ
」
に

改
め
る
。

第
二
条
第
一
項
中
「
第
三
十
一
条
の
二
第
二
項
第
十
四
号
ニ
」
を
「
第
三
十
一
条
の
二
第
二
項

第
十
五
号
ニ
」
に
、
「
第
六
十
二
条
の
三
第
四
項
第
十
四
号
ニ
」
を
「
第
六
十
二
条
の
三
第
四
項

第
十
五
号
ニ
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
第
二
号
中
「
登
記
簿
謄
本
」
を
「
登
記
事
項
証
明
書
」
に

改
め
る
。

第
三
条
中
「
第
三
十
一
条
の
二
第
二
項
第
十
四
号
ニ
又
は
第
六
十
二
条
の
三
第
四
項
第
十
四
号

ニ
」
を
「
第
三
十
一
条
の
二
第
二
項
第
十
五
号
ニ
又
は
第
六
十
二
条
の
三
第
四
項
第
十
五
号
ニ
」

に
改
め
る
。

様
式
第
一
号
及
び
様
式
第
二
号
中
「

」
を
「

」
に
、
「

」
を
「

」

に
改
め
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

秋
田
県
訓
令
第
十
七
号

庁
　
中
　
一
　
般

各

地

方

機

関

秋
田
県
人
事
事
務
取
扱
規
程
及
び
秋
田
県
職
員
服
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う

５

受
　
　
給
　
　
期
　
　
間

□
駐
留
軍
関
係
離
職
者
等
臨
時
措
置

受
　
　
給
　
　
期
　
　
間

法
・
炭
鉱
離
職
者
臨
時
措
置
法
該
当
者
の
有
無

駐
留
軍
　
有
・
無
炭
　
鉱
　
有
・
無

（
６
）

第
3
1
条
の
２
第
２
項
第
1
3
号
ハ
　
　
　
第

第
6
2
条
の
３
第
４
項
第
1
3
号
ハ
　
　
　
第

3
1
条
の
２
第
２
項
第
1
4
号
ハ

6
2
条
の
３
第
４
項
第
1
4
号
ハ

第
3
1
条
の
２
第
２
項
第
1
4
号
ニ
　
　
　
第
3
1
条
の
２
第
２

項
第
1
5
号
ニ
　
　
　
　
第
6
2
条
の
３
第
４
項
第
1
4
号
ニ
　
　
　
第
6
2
条
の
３
第
４
項
第
1
5
号
ニ
　

（
明
大
昭
）

訓
　
　
　
　
　
　
令
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に
定
め
る
。

平
成
十
七
年
七
月
八
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城

秋
田
県
人
事
事
務
取
扱
規
程
及
び
秋
田
県
職
員
服
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

（
秋
田
県
人
事
事
務
取
扱
規
程
の
一
部
改
正
）

第
一
条

秋
田
県
人
事
事
務
取
扱
規
程
（
昭
和
四
十
二
年
秋
田
県
訓
令
第
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
第
一
項
中
「
添
え
て
」
を
「
添
え
て
、
こ
れ
を
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
又
は
第

二
項
」
を
「
若
し
く
は
第
二
項
又
は
人
事
委
員
会
規
則
一
三
―
〇
（
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採

用
等
）
第
三
条
第
一
項
」
に
、
「
添
え
て
」
を
「
添
え
て
、
こ
れ
を
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中

「
添
え
て
」
を
「
添
え
て
、
こ
れ
を
」
に
改
め
る
。

別
表
第
二
第
一
号
（２）
中
「
条
件
附
採
用
期
間
」
を
「
条
件
付
採
用
期
間
」
に
改
め
、
同
号
（３）
（ア）

及
び
（イ）
中
「
第
４
条
第
１
項
」
を
「
第
７
条
第
１
項
」
に
改
め
、
同
号
（３）
中
（オ）
を
（ク）
と
し
、
（エ）
の

次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

別
表
第
二
第
一
号
（７）
（ア）
及
び
（ウ）
、
同
号
（８）
並
び
に
同
号
（９）
中
「
条
件
附
採
用
期
間
」
を
「
条
件

付
採
用
期
間
」
に
改
め
、
同
表
第
二
十
五
号
（13）
中
「
第
４
条
第
１
項
（
第
５
条
第
１
項
」
を
「
第

６
条
第
１
項
（
第
６
条
第
２
項
、
第
７
条
第
１
項
、
第
７
条
第
２
項
」
に
改
め
る
。

様
式
第
三
号
の
二
中
「
第
２
条
第
１
項
（
第
２
項
」
を
「
第
２
条
第
　
項
（
第
３
条
第
　
項
、

第
４
条
第
　
項
」
に
改
め
、
「
６
　
任
期
を
定
め
て
採
用
す
る
根
拠
規
定
」
を
削
る
。

（
秋
田
県
職
員
服
務
規
程
の
一
部
改
正
）

第
二
条

秋
田
県
職
員
服
務
規
程
（
昭
和
四
十
二
年
秋
田
県
訓
令
第
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

第
一
条
並
び
に
第
七
条
第
一
項
及
び
第
三
項
中
「
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
を
「
短
時
間
勤

務
職
員
」
に
改
め
る
。

附
　
則

こ
の
訓
令
は
、
平
成
十
七
年
七
月
八
日
か
ら
施
行
す
る
。

６

条
件
附
採
用
期
間
　
　
　
条
件
付
採
用
期
間

第
４
条
第
１
項
　
　
　
第
７
条
第
１
項

□
特
定
業
務
等

従
事
任
期
付
職

員
（
常
勤
）
と

し
て
役
付
職
員

に
採
用
す
る
場

合

カ
特
定
業
務
等

従
事
任
期
付
職

員
（
常
勤
）
と

し
て
役
付
職
員

以
外
の
吏
員
に

採
用
す
る
場
合

秋
田
県
事
務
（
技
術
）
吏
員
に
任
命
す
る

◯
◯
部
◯
◯
課
長
を
命
ず
る

任
期
は
◯
年
◯
月
◯
日
ま
で
と
す
る

職
務
の
級
を
◯
◯
職
◯
級
に
決
定
す
る

◯
号
給
（
◯
◯
円
）
を
給
す
る

△
初
任
給
調
整
手
当
月
額
◯
◯
円
を
給
す
る

支
給
期
間
は
◯
年
◯
月
◯
日
か
ら
◯
年
◯
月
△

◯
日
ま
で
と
す
る

秋
田
県
事
務
（
技
術
）
吏
員
に
任
命
す
る

◯
◯
を
命
ず
る

△
地
方
公
務
員
法
第
2
2
条
第
１
項
の
規
定
に
よ

る
条
件
付
採
用
期
間
は
◯
年
◯
月
◯
日
か
ら

◯
年
◯
月
◯
日
ま
で
と
す
る

任
期
は
◯
年
◯
月
◯
日
ま
で
と
す
る

職
務
の
級
を
◯
◯
職
◯
級
に
決
定
す
る

◯
号
給
（
◯
◯
円
）
を
給
す
る

初
任
給
調
整
手
当
月
額
◯
◯
円
を
給
す
る

支
給
期
間
は
◯
年
◯
月
◯
日
か
ら
◯
年
◯
月

キ
特
定
業
務
等

従
事
任
期
付
職

員
（
短
時
間
勤

務
）
と
し
て
採

用
す
る
場
合

◯
日
ま
で
と
す
る

◯
◯
部
◯
◯
課
勤
務
を
命
ず
る

秋
田
県
事
務
（
技
術
）
吏
員
に
任
命
す
る

◯
◯
を
命
ず
る

地
方
公
務
員
法
第
2
2
条
第
１
項
の
規
定
に
よ

る
条
件
付
採
用
期
間
は
◯
年
◯
月
◯
日
か
ら

◯
年
◯
月
◯
日
ま
で
と
す
る

任
期
は
◯
年
◯
月
◯
日
ま
で
と
す
る

職
務
の
級
を
◯
◯
職
◯
級
に
決
定
す
る

◯
号
給
（
月
額
◯
◯
円
）
を
給
す
る

◯
◯
部
◯
◯
課
勤
務
を
命
ず
る





















条
件
附
採
用
期
間
　
　
　
条
件

付
採
用
期
間
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
４
条
第
１
項
（
第
５
条
第
１
項
　
　
　
第

６
条
第
１
項
（
第
６
条
第
２
項
、
第
７
条
第
１
項
、
第
７
条
第
２
項

第
２
条
第
１
項
（
第
２
項
　
　
　
第
２
条
第
　
項
（
第
３
条
第
　
項
、

第
４
条
第
　
項
　
　
　
　
　
　
６
　
任
期
を
定
め
て
採
用
す
る
根
拠
規
定

発

行

者

秋

田
　
　
県

秋
田
市
山
王
四
丁
目
一
番
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